
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

山元町家庭教育支援チーム 

 （呼称：    つばめ        ） 

  

②活動拠点 山元町教育委員会生涯学習課 

③活動範囲 山元町内全域 

④組織体制 

 

  ３１ 人 

子育てサポーターリーダー ２４人 

子育てサポーター        ７人 

民生委員・児童委員        ２人（兼サポーターリーダー） 

元教員               １人（兼サポーターリーダー） 

地域コーディネーター     ２人（兼サポーターリーダー） 

 

⑤活動開始年度        平成２５ 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）山元町教育委員会 生涯学習課 

（ TEL ） 0223 － 36 － 8948  （ E-mail ） shougaigakusyu.s@town.miyagi-

yamamoto.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） □小学生（中学年） □小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇家庭教育幼児学級における「親のみちしるべ」ファシリテーター 

 次年度小学生になる子供を持つ保護者を対象に、他の保護者と子育てに

関する悩み・不安を共有することで、子育てに関する意識を共有する場を提

供する。 

〇「ちびっこひろばきらり☆」運営 

 小学校入学前の子供を持つ家庭を対象に、さまざまな講師を招いて講座

を開催し、親子の愛着形成を促す活動を行う。 

〇主催事業開催 

 ・ わんぱく大作戦（令和４年度）  

〇託児協力（各種健診時、育児サークルからの依頼等） 

〇子育て通信「つばめ」発行（隔月、６００部）（町内幼稚園・保育所等に配

布） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

家庭教育学級・幼児学級ではメンバーが中心となって宮城県親の学びの

プログラム「親のみちしるべ」を教材としたプログラムを企画、運営しており、

参加者から高い満足度を得られている。 

「ちびっこひろばきらり☆」は年々参加者が増えており、繰り返し参加する

保護者も多い。 

 近年は主催事業を年一回以上開催しており、令和４年度は中央公民館を

会場に、「わんぱく大作戦」を企画した。８月中旬の開催であったが、「楽しか

った」、「また企画してほしい」、「この時期のイベントはよかった」との声があ

り、参加者は大変満足していた。 

  

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名：学校を核とした地域力強化プラン） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


